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第
一
章
　
総
則

（
目
的
）

第
一
条
　
こ
の
規
則
は
、
天
皇
の
行
幸
、
皇
后
、
皇
太

后
、
皇
太
子
及
び
皇
太
子
妃
の
行
啓
並
び
に
そ
の
他
の

皇
族
の
お
成
り
の
場
合
の
警
衛
に
関
し
必
要
な
基
本
的

事
項
を
定
め
、
も
っ
て
そ
の
適
正
な
実
施
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

（
警
衛
の
本
旨
）

第
二
条
　
警
衛
は
、
天
皇
及
び
皇
族
の
御
身
辺
の
安
全
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
歓
送
迎
者
の
雑
踏
等
に
よ
る
事

故
を
防
止
す
る
こ
と
を
本
旨
と
す
る
。

２
　
警
衛
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
諸
般
の
情
勢
を
総
合

的
に
判
断
し
、
形
式
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
効
果

的
、
か
つ
、
皇
室
と
国
民
と
の
間
の
親
和
を
妨
げ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
警
衛
の
主
体
）

第
三
条
　
警
衛
は
、
都
道
府
県
警
察
が
実
施
す
る
。

２
　
御
身
辺
の
直
近
の
護
衛
及
び
御
用
邸
内
の
警
備
は
、

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
原
則
と
し
て
皇
宮
警
察

が
担
当
す
る
。

３
　
皇
宮
警
察
及
び
都
道
府
県
警
察
は
、
警
衛
を
実
施
す

る
に
当
た
り
、
緊
密
な
連
絡
を
保
ち
、
相
互
に
協
力
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
情
報
の
収
集
）

第
四
条
　
皇
宮
警
察
本
部
長
並
び
に
警
視
総
監
、
道
府
県

警
察
本
部
長
及
び
方
面
本
部
長
（
以
下
「
警
察
本
部
長

等
」
と
い
う
。
）
は
、
常
に
、
治
安
情
勢
及
び
警
衛
に

関
連
す
る
情
勢
に
留
意
し
、
警
衛
上
必
要
な
情
報
の
収

集
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
皇
宮
警
察
本
部
長
及
び
警
察
本
部
長
等
は
、
前
項
の

情
報
の
う
ち
重
要
な
も
の
に
つ
い
て
、
速
や
か
に
、
警

察
庁
長
官
（
以
下
「
長
官
」
と
い
う
。
）
及
び
管
区
警

察
局
長
（
皇
宮
警
察
本
部
長
、
警
視
総
監
及
び
道
警
察

本
部
長
に
あ
っ
て
は
長
官
、
方
面
本
部
長
に
あ
っ
て
は

長
官
及
び
道
警
察
本
部
長
。
以
下
同
じ
。
）
に
報
告
す

る
と
と
も
に
、
皇
宮
警
察
本
部
長
、
関
係
管
区
警
察
局

長
及
び
関
係
警
察
本
部
長
等
に
通
報
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。第

二
章
　
警
衛
員

（
警
衛
員
の
心
構
え
）

第
五
条
　
警
衛
に
従
事
す
る
者
を
警
衛
員
と
す
る
。

２
　
警
衛
員
は
、
そ
の
職
責
の
重
要
性
を
自
覚
し
、
お
う

盛
な
士
気
と
周
到
な
注
意
力
を
持
ち
、
一
致
協
力
し
、

全
力
を
挙
げ
て
任
務
を
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
警
衛
員
は
、
突
発
事
案
の
発
生
に
際
し
て
は
、
冷
静

沈
着
か
つ
迅
速
的
確
に
対
処
し
、
御
身
辺
の
安
全
を
確

保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
警
衛
員
は
、
品
位
の
保
持
に
努
め
る
と
と
も
に
、
歓

送
迎
者
等
に
対
し
、
親
切
な
接
遇
を
す
る
よ
う
心
掛
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
随
従
員
）

第
六
条
　
随
従
員
は
、
行
幸
啓
に
随
従
し
て
警
衛
に
当
た

る
も
の
と
し
、
行
幸
の
場
合
は
次
に
掲
げ
る
者
、
行
啓

の
場
合
は
長
官
が
定
め
る
者
を
も
っ
て
充
て
る
。

一
　
長
官
又
は
長
官
が
指
定
す
る
者

二
　
警
察
庁
の
警
衛
主
管
課
長
若
し
く
は
警
衛
指
導
室

長
又
は
長
官
が
指
定
す
る
者

三
　
皇
宮
警
察
本
部
長

四
　
警
視
総
監
又
は
警
視
庁
の
警
衛
主
管
部
長

五
　
行
幸
先
（
お
召
自
動
車
の
御
通
過
地
を
含
む
。
）

を
管
轄
す
る
道
府
県
警
察
の
警
察
本
部
長
及
び
方
面

本
部
長

２
　
警
視
総
監
又
は
道
府
県
警
察
本
部
長
は
、
前
項
の
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
長
官
の
承
認
を
得
て
同
項
第
四
号

又
は
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
代
え
て
都
道
府
県
警
察
又

は
方
面
本
部
の
上
級
の
職
員
に
随
従
の
全
部
又
は
一
部

を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
関
東
管
区
警
察
局
の
管
轄
区
域
内
へ
の
恒
例
的
な
行

幸
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同

項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
者
の
代
理
者
と
し
て

関
東
管
区
警
察
局
長
又
は
同
管
区
警
察
局
の
上
級
の
職

員
が
随
従
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
都
の
区
域
に
お
け
る
行
幸
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
第

一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
は
、
特
に
必
要
が

あ
る
場
合
を
除
き
、
随
従
し
な
い
も
の
と
す
る
。

５
　
御
用
邸
又
は
お
泊
所
に
継
続
的
に
御
滞
在
に
な
る
場

合
の
行
幸
に
つ
い
て
は
、
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
を
除

き
、
御
滞
在
中
の
随
従
は
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

６
　
お
成
り
に
つ
い
て
は
、
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
限

り
、
長
官
が
定
め
る
随
従
員
が
随
従
す
る
も
の
と
す

る
。

第
三
章
　
警
衛
の
実
施

（
行
幸
啓
又
は
お
成
り
の
内
報
）

第
七
条
　
皇
宮
警
察
本
部
長
及
び
警
察
本
部
長
等
は
、
行

幸
啓
又
は
お
成
り
の
内
報
を
受
け
た
場
合
は
、
速
や
か

に
、
こ
れ
を
長
官
及
び
管
区
警
察
局
長
に
報
告
す
る
と

と
も
に
、
皇
宮
警
察
本
部
長
、
関
係
管
区
警
察
局
長
及

び
関
係
警
察
本
部
長
等
に
通
報
す
る
も
の
と
す
る
。

（
関
係
機
関
と
の
連
絡
）

第
八
条
　
皇
宮
警
察
及
び
都
道
府
県
警
察
は
、
警
衛
を
実

施
す
る
に
当
た
り
、
宮
内
庁
、
海
上
保
安
庁
、
都
道
府

県
、
市
町
村
、
運
輸
機
関
、
施
設
管
理
者
等
（
以
下

「
関
係
機
関
」
と
い
う
。
）
と
緊
密
な
連
絡
を
保
た
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
実
地
踏
査
）

第
九
条
　
第
七
条
の
内
報
又
は
通
報
を
受
け
た
警
察
本
部

長
等
は
、
速
や
か
に
、
当
該
行
幸
啓
先
又
は
お
成
り

先
、
御
順
路
等
に
つ
い
て
実
地
踏
査
を
行
い
、
警
衛
上

の
支
障
の
有
無
そ
の
他
参
考
と
な
る
事
項
を
長
官
及
び

管
区
警
察
局
長
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
に

対
し
、
必
要
な
意
見
を
申
し
入
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
警
衛
準
備
計
画
及
び
警
衛
準
備
本
部
）

第
十
条
　
行
幸
啓
先
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
警
察
の
警
察

本
部
長
等
は
、
警
衛
準
備
業
務
を
総
合
的
か
つ
効
果
的

に
推
進
す
る
た
め
、
警
衛
準
備
計
画
を
作
成
す
る
と
と

も
に
、
警
衛
準
備
本
部
を
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。
た

だ
し
、
都
の
区
域
に
お
け
る
行
幸
啓
及
び
恒
例
的
な
行

幸
啓
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

２
　
お
成
り
先
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
警
察
の
警
察
本
部

長
等
は
、
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
警
衛
準
備

計
画
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
警
衛
準
備
本
部
を
設
置

す
る
も
の
と
す
る
。

（
警
衛
実
施
計
画
）

第
十
一
条
　
皇
宮
警
察
本
部
長
、
警
察
本
部
長
等
及
び
警

察
署
長
は
、
警
衛
の
実
施
に
関
し
、
警
衛
実
施
計
画
を

作
成
す
る
も
の
と
す
る
。

（
警
衛
実
施
本
部
）

第
十
二
条
　
警
察
本
部
長
等
及
び
警
察
署
長
は
、
行
幸
啓

の
警
衛
を
実
施
す
る
に
際
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
管
轄
区
域

内
の
警
衛
全
般
を
統
括
し
、
関
係
機
関
と
緊
密
な
連
絡

を
取
る
た
め
、
警
視
庁
、
道
府
県
警
察
本
部
、
方
面
本

部
及
び
警
察
署
に
そ
れ
ぞ
れ
警
衛
実
施
本
部
を
設
置
す

る
も
の
と
す
る
。

２
　
警
察
本
部
長
等
及
び
警
察
署
長
は
、
お
成
り
の
場
合

の
警
衛
を
実
施
す
る
に
際
し
て
は
、
特
に
必
要
が
あ
る

場
合
に
限
り
、
警
衛
実
施
本
部
を
設
置
す
る
も
の
と
す

る
。

（
事
前
調
査
）

第
十
三
条
　
警
察
庁
は
、
行
幸
啓
先
（
お
召
自
動
車
の
御

通
過
地
を
含
む
。
）
又
は
お
成
り
先
（
御
乗
用
自
動
車

の
御
通
過
地
を
含
む
。
）
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
警
察

が
実
施
す
る
警
衛
に
つ
い
て
必
要
な
指
導
を
行
う
た

め
、
警
衛
の
事
前
調
査
を
行
う
も
の
と
す
る
。
た
だ

し
、
都
の
区
域
に
お
け
る
行
幸
啓
、
恒
例
的
な
行
幸
啓

及
び
お
成
り
の
場
合
の
警
衛
の
事
前
調
査
に
つ
い
て

は
、
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
行
わ
な
い
も
の

と
す
る
。

２
　
宮
内
庁
の
行
う
事
前
調
査
に
は
、
必
要
に
よ
り
警
察

庁
、
皇
宮
警
察
、
管
区
警
察
局
又
は
都
道
府
県
警
察
の

係
官
が
立
ち
会
う
も
の
と
す
る
。

（
教
養
訓
練
）

第
十
四
条
　
警
察
本
部
長
等
は
、
警
衛
員
に
対
し
、
あ
ら

か
じ
め
、
警
衛
の
実
施
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
教

養
訓
練
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
事
前
措
置
）

第
十
五
条
　
警
察
本
部
長
等
は
、
一
般
治
安
情
勢
、
管
内

の
特
殊
事
情
等
を
考
慮
し
、
警
衛
情
報
の
収
集
、
危
険

物
対
策
等
警
衛
の
実
施
に
必
要
な
事
前
措
置
を
講
ず
る

も
の
と
す
る
。

（
警
衛
の
引
継
ぎ
等
に
関
す
る
協
議
等
）

第
十
六
条
　
警
衛
が
二
以
上
の
都
道
府
県
警
察
の
管
轄
区

域
に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は
、
関
係
都
道
府
県
警
察

は
、
あ
ら
か
じ
め
、
警
衛
の
引
継
ぎ
、
警
衛
員
の
管
轄

区
域
外
に
お
け
る
職
権
行
使
等
に
つ
い
て
協
議
し
、
必

要
な
事
項
を
定
め
て
お
く
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
突
発
事
案
の
発
生
に
伴
う

混
乱
を
回
避
し
、
そ
の
他
警
衛
員
の
活
動
の
一
体
性
を

確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き

は
、
関
係
警
察
本
部
長
（
関
係
都
道
府
県
警
察
の
警
視

総
監
又
は
警
察
本
部
長
を
い
う
。
）
は
、
警
察
法
（
昭

和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
。
次
項
に
お
い
て

「
法
」
と
い
う
。
）
第
六
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
関
係
都
道
府
県
警
察
の
一
の
警
察
官
に
指
揮

を
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。

３
　
前
項
の
一
の
警
察
官
の
任
務
そ
の
他
同
項
の
指
揮
に

関
し
必
要
な
事
項
は
、
法
第
六
十
一
条
の
二
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
相
互
に
協
議
し
て
定
め
る
も
の
と
す
る
ほ

か
、
警
衛
実
施
計
画
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

４
　
第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
警
察
庁
及
び
管
区
警
察

局
は
、
必
要
に
よ
り
調
整
を
行
う
も
の
と
す
る
。

５
　
関
係
都
道
府
県
警
察
は
、
第
一
項
の
場
合
に
係
る
警

衛
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
相
互
に
緊
密
な
連
携
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
報
告
）

第
十
七
条
　
皇
宮
警
察
本
部
長
及
び
警
察
本
部
長
等
は
、

警
衛
実
施
計
画
、
警
衛
実
施
状
況
の
概
要
、
特
異
事
案

そ
の
他
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
長
官
及
び
管
区
警
察

局
長
に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章
　
雑
則

（
軽
易
な
御
視
察
等
の
場
合
の
警
衛
）

第
十
八
条
　
軽
易
な
御
視
察
等
の
場
合
の
警
衛
は
、
そ
の

都
度
関
係
者
と
協
議
し
て
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
努

1



め
て
目
立
た
な
い
よ
う
に
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
は
、
警
衛
の
一
部
を
省
略
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
訓
令
へ
の
委
任
）

第
十
九
条
　
こ
の
規
則
に
特
別
の
定
め
が
あ
る
も
の
の
ほ

か
、
こ
の
規
則
の
実
施
の
た
め
必
要
な
事
項
は
、
長
官

が
定
め
る
。

附
　
則

１
　
こ
の
規
則
は
、
昭
和
五
十
四
年
三
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

２
　
警
衛
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則

第
二
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

３
　
上
皇
に
関
し
て
は
、
こ
の
規
則
に
定
め
る
事
項
に
つ

い
て
は
、
天
皇
の
例
に
よ
る
。

４
　
上
皇
后
に
関
し
て
は
、
こ
の
規
則
に
定
め
る
事
項
に

つ
い
て
は
、
皇
太
后
の
例
に
よ
る
。

５
　
天
皇
の
退
位
等
に
関
す
る
皇
室
典
範
特
例
法
（
平
成

二
十
九
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る

皇
位
の
継
承
に
伴
い
皇
嗣
と
な
っ
た
皇
族
の
お
成
り
に

関
し
て
は
、
こ
の
規
則
に
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
は
、

皇
太
子
の
行
啓
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
八
年
四
月
五
日
国
家
公
安
委

員
会
規
則
第
五
号
）

こ
の
規
則
は
、
昭
和
五
十
八
年
四
月
五
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
五
年
四
月
二
二
日
国
家
公
安
委

員
会
規
則
第
五
号
）

こ
の
規
則
は
、
平
成
五
年
四
月
二
十
三
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
六
年
六
月
二
四
日
国
家
公
安
委

員
会
規
則
第
一
九
号
）

こ
の
規
則
は
、
平
成
六
年
六
月
二
十
四
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
三
一
年
四
月
二
六
日
国
家
公
安

委
員
会
規
則
第
七
号
）

こ
の
規
則
は
、
天
皇
の
退
位
等
に
関
す
る
皇
室
典
範

特
例
法
の
施
行
の
日
（
平
成
三
十
一
年
四
月
三
十
日
）

の
翌
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
一
〇
月
二
六
日
国
家
公
安

委
員
会
規
則
第
一
九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。
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